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洋
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く
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め
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ま
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ま
な
文
化
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輸
入
さ
れ

ま
ざ
ま
な
文
化
が
輸
入
さ
れ

た
明
治
時
代
、
日
本
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が
初

た
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治
時
代
、
日
本
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初

め
て
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洋
の
小
説
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触
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め
て
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触
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あ
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あ
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史
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史
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独
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釈
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独
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釈
で
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の
展
示

書
い
て
い
る
。
今
回
の
展
示

は
、
こ
の
小
説
を
も
と
に
時

は
、
こ
の
小
説
を
も
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時
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の
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で
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の
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亭
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迷
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れ
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ち
込
み
も
あ
っ
た
。

ち
込
み
も
あ
っ
た
。

　

鎌
倉
市
城
廻
の
清
泉
女
学

　

鎌
倉
市
城
廻
の
清
泉
女
学

院
中
学
高
等
学
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で
５
月

院
中
学
高
等
学
校
で
５
月
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日
、
中
高
生
の
有
志

日
、
中
高
生
の
有
志
2020
人
が
人
が

杉
原
千
畝
に
関
す
る
発
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を

杉
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千
畝
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す
る
発
表
を
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た
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真
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の
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を
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に
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て
の
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を
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う
と
４
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に
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校

深
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よ
う
と
４
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生
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が
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３
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の
第
１
回
目
の
活
動

の
第
１
回
目
の
活
動

で
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
に

で
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
に

リ
ト
ア
ニ
ア
で
ユ
ダ
ヤ
人
に

リ
ト
ア
ニ
ア
で
ユ
ダ
ヤ
人
に

ビ
ザ
を
発
給
し
、
約
６
千
人

ビ
ザ
を
発
給
し
、
約
６
千
人

の
命
を
救
っ
た
と
さ
れ
る
外

の
命
を
救
っ
た
と
さ
れ
る
外

交
官
・
杉
原
千
畝
に
ス
ポ
ッ

交
官
・
杉
原
千
畝
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
た
。

ト
を
あ
て
た
。
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島
県

　

４
月
か
ら
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内
で
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島
県

福
山
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念
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山
市
ホ
ロ
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ー
ス
ト
記
念

館
か
ら
借
り
た
パ
ネ
ル
や
遺

館
か
ら
借
り
た
パ
ネ
ル
や
遺

品
の
展
示
を
行
っ
た
。
展
示

品
の
展
示
を
行
っ
た
。
展
示

を
見
た
同
期
生
や
後
輩
が
関

を
見
た
同
期
生
や
後
輩
が
関

心
を
持
ち
メ
ン
バ
ー
に
加
わ

心
を
持
ち
メ
ン
バ
ー
に
加
わ

り
、
今
回
、
杉
原
の
功
績
や

り
、
今
回
、
杉
原
の
功
績
や

時
代
的
背
景
な
ど
を
映
像
を

時
代
的
背
景
な
ど
を
映
像
を

交
え
て
発
表
し
た
。
会
の
代

交
え
て
発
表
し
た
。
会
の
代

表
・
加
藤

表
・
加
藤
純す

み
れ

す
み
れ菫
さ
ん
は
「
杉

さ
ん
は
「
杉

原
の
葛
藤
を
知
る
こ
と
が
で

原
の
葛
藤
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
」と
話
し
て
い
た
。

き
た
」と
話
し
て
い
た
。
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倉
の
町
並
に
あ
っ
た
家

　

鎌
倉
の
町
並
に
あ
っ
た
家

づ
く
り
を
め
ざ
す
戸
井
田
工

づ
く
り
を
め
ざ
す
戸
井
田
工

務
店
企
画
の
連
続
セ
ミ
ナ

務
店
企
画
の
連
続
セ
ミ
ナ

ー
。
４
月
か
ら
月
１
回
、
そ

ー
。
４
月
か
ら
月
１
回
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
家
づ
く

れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
家
づ
く

り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。
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月
1616
日
の
第
３
部
で

日
の
第
３
部
で

は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
が
人
生
設
計
に
関

ラ
ン
ナ
ー
が
人
生
設
計
に
関

す
る
お
得
な
情
報
を
お
伝
え

す
る
お
得
な
情
報
を
お
伝
え

し
ま
す
。ロ
ー
ン
の
組
み
方
、

し
ま
す
。ロ
ー
ン
の
組
み
方
、

新
築
・
改
築
資
金
な
ど
の
捻

新
築
・
改
築
資
金
な
ど
の
捻

出
法
な
ど
ほ
ん
の
少
し
知
識

出
法
な
ど
ほ
ん
の
少
し
知
識

を
増
や
す
だ
け
で
、
家
づ
く

を
増
や
す
だ
け
で
、
家
づ
く

り
が
大
き
く
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